
Q1: 通信計測事業の営業利益がQ1より改善した理由は？

A1:
Q2ではプロダクト・ミックスの変化により原価率が改善しました。また、Q1では経営構造改善費用の計
上および棚卸評価損が通常より多く発生しました。

Q2: Q2も棚卸評価損が発生したのか？

A2:
棚卸資産は取得原価と正味実現可能価額のうちいずれか低い額で測定しています。Q2についても棚卸評価
損は発生していますが、Q1と比較して減少しています。

Q3: 通信計測事業の下期の売上の見通しについて教えて欲しい。

A3:
5G関連需要の緩やかな回復を見込んでいます。また、データセンター関連需要は引き続き好調の見通しで
す。

Q4: PQA事業の営業利益が伸びた理由は？

A4: 特に海外市場の好調により、売上が増加したことと粗利率の改善が主な要因です。
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